
139

第３章　平野の遺跡

　

コ
ラ
ム
６　
「
足
羽
臣
」
の
習
書

　

駒こ
ま

首く
び

潟が
た

遺
跡
は
江
南
区
亀
田
早
通
に
あ
り
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
沖

ち
ゅ
う
積せ

き
地
に
立
地
し
て
い
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
大
型
小
売
店
の
建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
図
二
二
九
は
こ

の
時
に
出
土
し
た
九
世
紀
後
半
〜
十
世
紀
前
半
の
木
簡
で
、
長
さ
は
四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
「
我
」「
衆
」「
佛
」「
是
」
な
ど
、
同
じ
文
字
が
繰
り
返
し
書
か
れ
て
お
り
、
文
字
の
練
習
を
し
た
木
簡

で
あ
る
。
ま
た
、
三
行
目
の
中
ほ
ど
に
は
、「
足あ

す

羽わ
の

臣お
み

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
足
羽
臣
は
、
越え

ち
ぜ
ん
の前

国く
に（

福

井
県
）
足
羽
郡
を
本
拠
地
と
す
る
地
方
豪
族
の
名
前
で
あ
る
。「
足
羽
臣
」
と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
遺
跡
の
周
辺
に
「
足
羽
臣
」
と
い
う
名
前
の
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
七
世
紀
半
ば
に
渟ぬ

足た
り

柵の
さ
くや
磐い

わ

舟ふ
ね

柵の
さ
くが
設
置
さ
れ
た
際
に
、
北
陸
地
方
か
ら

移
民
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
安
時
代
に
は
、
沼ぬ

垂た
り

郡ぐ
ん

（
阿
賀
野
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
）
に
足

羽
郷
が
あ
り
、
越
前
国
足
羽
郡
か
ら
の
移
民
に
因
む
郷
名
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
駒
首
潟
遺
跡

が
あ
る
蒲
原
郡
に
は
、
移
民
の
記
録
は
な
か
っ
た
。
こ
の
木
簡
は
、
書
物
に
記
さ
れ
て
い
な
い
、
北
陸
地

方
か
ら
の

人
々
の
移
住

を
示
し
て
い

る
。

図229　 木 簡
赤外線写真


